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園画工作科では自分にとっての新たな造形表現を創りあげる子どもを目指すoそのために、

自分の表したいことを豊かに発想・構想する力と発想に見合った表現を生み出す造形技能の

形成に着目したO

子どもは、自分の表現や表現対象を多面的に見ることで捉え直し、よりよい表現を求め発

想をふくらませてくる。そして、想像力を働かせたり、仲間の表現や作例から表現の可能性

を見出したりすることで、材料や表現方法の選択肢を増やし、発想に見合ったものを選択・

決定していく中で構想する力を高める。さらに、既再の造形経験を想起したり、表現効果を

比べたりしながら、造形化にかかわる問題を解決する中で造形技能を形成していくO

こうした表現過程を繰り返す中で、自分の造形的な見方・考え方、感じ方、技能が変わっ

てくることを自覚し、自分にとっての新たな造形表現を創りあげる姿を明らかにしたo



Ⅰ 自分にとっ ての新たな造形表現を創りあげる図画工作科
1 . 図画工 作科で求める子 ども

図画工作科 で求め る子 ども像を ､ ｢ 自分にと っ て の新 たな造形表現を創りあげる子 ども｣ と し､

表した い こ と を豊かに発想 ･ 構想する力と発想に見合 っ た表現を生み 出す造形技能の形成に着目

した｡

造形表現活動は､ 材料や題材とかかわりながら､ 自分が感じたり考えたり した ことを表現 して

い く主体的で創造的な活動で ある ｡ しかし､ 授業で は発想をふ くらませ ､ よりよ い 表現を生むた

め に自分が納得い くまで構想 し､ 造形化 して い く姿を生み出す働 きか けが十分とは言えなか っ た ｡

その ため ､
つ くる楽しさを感じて い ても､ 図画工作科の 学びを通 して ､ 造形的な見方 ･ 考え方､

感 じ方､ 技能が変容したとい う自覚をもたせる こ とが弱く ､ 自分 の 表現の 枠から抜け出せ ない こ

とが少なくなか っ た ｡

こ の 課題を解決して い くため には ､ 自分の 表現や表現対象を捉え直しても っ とよくなりそうな

可能性を見出し､ ふ くらんで きた発想 をもとに構想 し造形化 して い く過程を繰り返 して ､ 表現を

練り上げて い く こ とが大切で ある｡

こうした学習で ､ 見方や考え方を転換して対象を多面的に捉える こと ､ 複数の材料や表現方法

の可能性を見出して い く考え方､ 課題解決に働く造形技能の 形成 とい っ た､ 自分にと っ て の 新た

な造形表現を創りあげる ことを期待する ｡

具体的には ､ 以下の ようなカ リキ ュ ラム 改善､ 授業改善に よりその 具現 に迫 っ た ｡

求める子ども

自分にとって の新たな造形表現を創りあげる子ども

求める学び

表したいこ とを豊かに発想 ･ 構想する力を働かせながら造形技能を形成し､ 自分の造形的な見方 ･

考え方 ､ 感じ方 ､ 技能の変容を自覚していく学び

2 . 自分に と っ ての新たな造形表現を創り あげるカリ キ ュ ラ ム改善の視点

(1) 形や色､ 動きの表現効果を試しながらつ くるこ との できる単元の重点化

造形表現活動を進め て い く過程 で ､ 材料の 特性や 自他の 表現の 色や形を捉え直 し､ 美しい 形

や色 ､ おもしろ い 動きになるた め に構想を練り ､ 表現効果を確かめながら つ くる こ との できる

｢ つ くりた い もの を つ くる｣ の 単元を学期 ごと に重点化 して い く｡

(2) 毒監賞力を段階的に育成する

表現効果を比較 したり ､ 自分の 表現や表現対象を捉え直したりする こ と に働く力と して ､ 鑑

賞力の 育成を図る ｡ 以下の 内容を育成の 重点とす る｡

低学年 ｢ 選ぶ｣ ･ 好きなもの . きれ い な感じのするもの を選ぶ ○

中学年
｢ 気付く｣ ･ 新 し い表現方法に気付く○
｢ 見 つ ける｣ ･ 自他の表現方法の共通点や違い を見つ ける ○

高学年
｢ 見比べ る｣ ･ 同じテ ー

マ の他の表現を見比 べ る ○

｢ 意図を考える｣ ･ 表現の意図を想像する ○
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3 . 自分 に と っ ての 新たな造形表現を創り あげる授業改善の方策

(1) 図画工作科で は ぐく む ｢ 感性､ 科学的な感性､ 科学的なものの見方 ･ 考え方｣

(五 感性 ｢ 自分 の 表現や表現対象を捉え直す力｣

○自分の 表現や 表現対象に つ い て ､ 形や色 ､ 表し方から振り返 っ たり ､ 他者の 表現と比較し

た りするな ど､ 観点を変えて多面的に捉え直す力｡

(参 科学的な感性 ｢ 発想 に見合 っ た材料や表現方法を選択 ･ 決定する力｣

○想像力を働かせ たり､ 仲間の 表現や作例から表現 の可能性を見 出したりして ､ 材料や 表現

方法の 選択肢を増や し ､ 発想 に見合 っ た もの を選択 ･ 決定し造形化の 見通 しを明らか にす

る力 ｡

(彰 科学的なもの の 見方 ･ 考え方 ｢ 発想に見合 っ て い るか判断 しながら造形化する力｣

○既有の 経験を想起したり､ 表現効果を比 べ たりしながら､ 造形化にかかわる問題を解決し､

発想に見合 っ た表現を生み 出す力｡

(2) ｢ 感性､ 科学的な感性､ 科学的なもの の見方 ･ 考え方｣ を働 かせた学び

< 学習過程 >

科
学
的
な
感
性

科
学
的
な
も
の
の
見

方
･

考
え
方

< 教師の働きか け>

○素材や題材 に出会 い ､ 十分にか か わる

場の 設定

○自他の 表現 を見合 い ､ よさ を話 し合う

活動の 組織｡

○作例や仲間の 表現か ら､ 材料や 表現方

法の よさを話し合う活動の 組織

○発想 した こ とを構想 し､ 構想カ
ー

ドに､

材料や表現方法を書き込む場の 設定

○構想 した材料や表現方法に合 っ た造形

技能を働かせ造形化して い く場の 設定

○表現効果 を確か めなが ら､ 造形化 して

い く場の 設定｡

○単元の 振り返り カ ー ドにより､ 新 たな

造形表現を自覚する場の 設定

4 . 新たな評価方法の 開発

(1) 自分の 表現や表現対象を どの ように捉え直し ､ 表した い こ とを明らか に して きたか をイメ
ー

ジ マ ッ プか ら見取り評価する ｡

( 2) 発想 の ふくらみ に合わせ て ､ 複数の材料や表現方法の 中から選択したり､ つくりかえながら

表現を決定したりして い た か､ 活動中の 子 どもの 様相や製作 カ
ー ドか ら評価 して い く ｡

( 3) 新たな造形表現を創りあげる上で働 い た ､ 捉え直しの視点や構想で働かせ た思考方法が ､ 次

の 題材 の 中に どの ように つ なが っ て働 い て い るか､ 活動中の 子 どもの 様相や 製作カ
ー ドから評

価する ｡
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Ⅱ 実践の概要

｢くるくるまわれ ゆめかざり｣

1
. 発想 の ふ く らみ に見合 っ た材料や表現方法を選択 ･ 決定し､ 自分 に と っ て の 新 た

な造形表現を創り あげて い く学び

本単元で はス トロ ー

と造形紙を主材料と して ､ 回転する ｢ か ざり｣ を つ くる活動 を取り上 げ

る ｡ こ こで 子 どもは二 つ の 要素につ い て追求する こ とになる ｡
一

つ は 回転する こ とで見えてくる

形や色 ､ 動きの 美しさを装飾的に追求する ことである ｡ 回転によ っ て生 じる形や色 ､ 動きの 変化

は ､ 発想をふくらませ追求を促す｡ もう
一

つ は回転する ため の安定性や強度などを機能的に追求

する こ とで ある ｡ こ れは自分が構想 した材料や表現方法と動きを確かめ ながらつ くり ､ 発想 に見

合 っ た材料や表現方法を選択 ･ 決定して い く学びにつ ながる ｡ 本単元で は ､ 自分の 表したい ｢ か

ざり｣ を つ くるため に ､ 常 に二 つ の 要素の 折り合 い を考えながら追求して い かなくて はならな い ｡

回転する ことから ｢ か ざり｣ の 造形 的な可能性を見出し ､
ふ くらんだ発想 をもと によりよ い 表

現を目指して 表し方を工 夫して い く中で ､ 自分の 造形的な見方
･

考え方､ 感 じ方 ､ 技能が変わ っ

て くる ことを自覚して い く学びが ､ 本単元 で 求め る ｢ 発想の ふ くらみ に見合 っ た材料 や表現方法

を選択 ･ 決定し､ 自分にと っ て の 新たな造形表現を創りあげる子 ども｣ の学びの 姿である ｡

2 . 単元 の構想

(1) 単元の 目標

つ くりつ つ ある 自分や仲 間の 表現から､ 表した い ｢ かざり｣ の 感 じにあ っ た工 夫に目を付 け､

自分 の表現や表現対象を捉え直し ､ ス トロ ー の つ なぎ方や装飾と 回転する こ と の動きを試 しな

がら つ くる中で ､ 回転や揺れ によ る動きの 変化 にともな っ た美 しさは ､ 装飾や形の 工夫により

生み 出される こ とに気づ き､ 自分の 表した い ｢ か ざり｣ を つ くる こ とができる ｡

(2) 追求の構想 ( 7 時間)

1 次 風で回る パ ー

ツ で遊ぶ ( 1 時間)

① ･ 風で 回る パ ー

ツ に ､
ス ト ロ ー

や造形紙の 飾りを つ ける ときれ い になりそう｡
◎ス トロ ー

や 造形紙の つ なぎ方や形を工 夫して ｢ くるくる回る かざり｣ を つ くろう｡

2 次 ｢くるくる回る か ざり｣ をつ く る ( 5 時間)

② 自分の 発想 に見合 っ た材料や 表現方法を構想 し､ 形に表す ｡

③ ･ い ろ い ろ つ か ､ で 回り方を試しながら､ ｢ くるくる 回るか ざり｣ を つ くろう｡
･ 自分の つ くりたい ｢ かざり｣ にな っ て きたよ ｡

④ 自他 の ｢ かざり｣ をよくみ つ め ､ 発想をふ くらませ構想する ｡

◎も っ と 0 0 して み たくな っ たよ ｡
･ ｢ 0 0 なか ざり｣ を表すため に は､ どんな材料や 表現方法が い い の かな｡
･ 材料や表現方法を い ろ い ろ考えると ､ □□の やり方だと表せそうだな｡

⑤ 材料や 表現方法の 違 い を比 べ ながら ､ 自分の 発想 に見合 っ た表し方を選ん で つ くる ｡

⑥
･

材料や 表現方法を比 べ た らロロの や り方が 自分 の 表した い こ とに 一 番合 っ て い る ｡

3 次 ｢くるくる回る か ざり｣ の鑑賞会をする ( 1 時間)

⑦ ･ ス トロ ー を工夫して つ なげたらすて きな ｢ か ざり｣ がで きた｡
･ 自分の ｢ か ざり｣ が どん どんよ くな っ てきた の で ､ うれ しか っ た ｡
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3 . 授業の実際

(1) も っ と自分だけの きれい な ｢ かざり｣ が つ くりたくな っ てきた ｡

子 どもたちは教師の提示 した風 の 力で 回る パ
ー

ツ に興味を示 し､ 装飾して ｢ 回るときれい な

か ざり｣ を つ くりた い と いう願 い をふ く らませ た｡ そして ､ ス トロ ー と造形紙を使っ て ｢ くる

くる 回るか ざり｣ を つ くろうとい う追求問題を決め ､ 学習活動をス タ ー トした ｡

幸男さ ん は ､ ピ ンク と水色 の ス トロ ー を つ な

げ ､ 回転する ｢ か ざり｣ を つ くり始 め た ｡ ｢ どん

な 『かざり』 をつ くろうと思うの ｡｣ と聞くと､ ｢虹

の かざり｣ を表した い と答えた｡ ス トロ ー を取り

付ける角度や ､ つ なげる長さを変えては ､ 風 に当

て に行き､ 回る様子を見て い る ｡ 真横にス トロ ー

を取り付けた時､ くるくると調子よく回り始め た｡

幸男 さん は ､ ｢ 自分が思 っ て い たような虹がで き

た ｡ ｣ と笑顔 で発言 してきた ｡ こ れ は自分なりの

表現がで きた ことに満足 して い る姿と見取 っ た ｡

幸男さん は直感的な発想 に優れ､ ス トロ ー の 色
風に当て回り方を試す幸男さん

と細長 い形から､ 虹を表した い と決めて追求を進めて きた ｡ しか し､ 自分の 表現や表現対象で

ある ｢ 虹｣ を捉え直したり ､ 材料や表現方法を比 べ て表現を練り上げたりす る姿勢に弱さがあ

る ｡ こ の ままで は ､ 虹の 造形的な可能性を見出すこ となく､ 幸男さんにと っ て の 新たな造形表

現との 出会い は難しい と考え､ 自分め表現や虹を捉え直すため に二 つ の 鑑賞活動を組織した ｡

まず､ 様々 な角度か ら 自分の ｢ か ざり｣ の 動きや形を見るように働きかけた ｡ 幸男さん は ､

下 か ら見上 げるよう に ､ じ っ と自分の ｢ か ざり｣

が 回る様子を見て い た｡ 次に ､ 虹 の 映像を鑑賞す

る活動 を組織 した ｡ い ろ い ろ な形の 虹 の 映像を

見た幸男さんは ､ ｢ 丸や 二重の 形の 虹が あ っ たり､

周りに い ろ い ろなもの があ っ たりしてきれい だ っ

た ｡｣ と感想をも っ た ｡ 鑑賞後の ､ ｢新しくや っ て

み たくな っ た こ と は ありますか ｡ ｣ と い う問 い か

けに ､ ｢ 今の ままの 『か ざり』 で はさみ しい から､

も っ と虹が きれ い に見え るように した い ｡ ｣ と発

言 して きた ｡ 構想カ ー ドには ｢ 虹を大きくして 上

の 方にも新し い 部品を取り付 けた い ｡ ｣ と記 した ｡
いろ いろな虹の映像を見る幸男さん

こ の 二 つ の鑑賞活動から周りの 装飾を行う ことで虹 が引き立 つ と考えて きた の で ある ｡

二 つ の 鑑賞活動で ､ 幸男 さん は表現対象である虹を捉え直し､ 自分の 表現をも っ と よくして

い こうと意欲を高め て きた ｡ これ は ､ 感性 ｢ 自分の 表現や表現対象を捉 え直す力｣ を働かせ て

い る姿で ある ｡
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(2) 自分の表 した い感 じを表わすため の方法を考えよう｡

幸男さん は ､ ｢ 虹をも っ ときれ い にするため に上に花火を付けた い ｡｣ と発言してきた ｡ そし

て ､ 構想カ ー ドに ｢色 の付 い たス トロ ー を何本も束ねて花火を表し､ 虹の
一

番上の 場所に取り

付けた い ｡｣ と記 した ｡ 黄､ 緑 ､ ピ ン ク ､ 水色の ス トロ ー を 8 本組み合わせ て花火を つ くり､ ｢ か

ざり｣ の
一

番上 に取り付けると風 に当て に行 っ た ｡

しかし､ ｢ か ざり｣ は回らなか っ た｡ ｢ どうして 回

らない と思う｡ ｣ と 聞くと ､ ｢何本も合わせ た ら重く

な っ た か ら｡｣ と答えた ｡ ｢ どう した ら い い かな｡｣

と いう問い か けに､ 首を傾 げる幸男さん ｡ 花火の 表

し方は他 に考えられな い だろうかと 聞く と ､ ｢ もう

一 度考えて み る｡ ｣ と答えた ｡ しか し､ 構想カ ー ド

にも手を付けず考え込んで い た ｡

ど の ように課題を解決 して い けばい い か見通しが

上に付けてよく回らない花火 もて て か ､状態と見取り､ 数や量 ､ 材質を変化させ

て 表現する と これまで と は違う方法を生み出せ る こ と と ､ 今まで自分が経験 した こ とや 友達の

表現の 中か ら解決するため の 方法を見出す こ とが で きると いうこ とを話 した ｡

幸男さん はス トロ
ー を手に持ち ､ しばらく眺め た後､ ｢ 久志さんの 形なら､ 花火 の 感じが 表

せ そう｡｣ と つ ぶ や い た ｡ 久志さん の パ
ー

ツ の どの ようなと こ ろ が自分 の ｢ か ざり｣ に生かせ

る の か問うと､ ｢ ふ わりとした感じが い い ｡｣ と答えた ｡ 幸男さん は､ 以前､ 仲間の 表現の よさ

を見合う活動 で ､ ス ト ロ ー を細かく裂い た久志 さん の ひ らひ ら した パ ー ツ が 回転 によ っ て ふ わ

りと広が っ た様子を思 い 出し､ 自分の 発想 に見合う表現と して選択して きた の で ある ｡

仲間の 表現か ら表現方法を見出 し､ 幸男さん は造形化の 見通 しを明らかに してきた ｡ こ れは ､

科学的な感性 ｢ 発想 に見合 っ た材料や表現方法を選択 ･ 決定する力｣ を働か せて い る姿で ある ｡

( 3) 表現効果を比 べ て ､ 自分の表 した い 形をつ くろう

幸男さん は ｢ 材料 ヒ ン ト コ
ー

ナ
ー ｣ にあ っ た久志さん と同 じ形の ひらひらした パ ー

ツ を虹の

上部につ けて ､ 風 に当て に行 っ た ｡ パ
ー

ツ は羽を広 げてくるくる と回 っ た ｡ 幸男さん はその様

子を満足 そうな表情を浮か べ て 見 て い た ｡ 他 にも試 して みた い 表現はな い かと 聞くと ､ ｢ も っ

と他 の 形 の 動きも比 べ て み た い ｡｣ と答えた ｡ そして ､ 再 び ｢ 材料ヒ ン ト コ ー ナ ー ｣ に行き､

置 い て あ っ た ｢ くるくる丸 い 切り込み の パ ー

ツ｣ や ｢ ギザギザに折れた パ ー

ツ｣ を手に取 っ た ｡
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異 なる形の パ ー

ツ を自分 の ｢ かざり｣ に取り付け､ 回る動きを見て い た幸男 さん は ､ ｢ こ の

ギザギザ したパ ー

ツが ､ 一

番回 っ たときに動い て きれ い ｡｣ と感想をも っ た ｡

幸男さんはス トロ
ー を細かく裂い て ひらひらした形を つ くり､ ギザギザの 形をつ くるため に ､

端から同じ幅で交互に折り進めた｡ 折 っ てすぐ

に手を離すとス トロ
ー

はす ぐに元に戻 っ て しま

うため ､ 折 っ た後に強 い 力で しばらく押さえて

い た ｡ 聞くと ､ 折り目を確実 に付 ける ため にと っ

た方法で あると いう｡ で きあがる と花火 の パ ー

ツ を ｢ か ざり｣ に取り付 け､ ｢ 花火 に は ､ こ の

ギザギザが 一 番よ く合うな｡｣ と言 っ て ､ 回る

様子を嬉しそうに見て い た｡

幸男さん は回転する こ とに よ っ て変化する花火の 動きや形の 広がりを比 べ なが ら､ 自分 の発

想の ふくらみ に見合 っ た表現を生み 出した｡ これは ､ 科学的なもの の 見方
･

考え方 ｢ 発想 に見

合 っ て い るか判断しなが ら造形化する力｣ を働かせて い る姿で ある｡

(4) 自分の よさを自覚 し､ さらに表現を練り上げる｡
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虹の
一

番上 の花火がで きると､ 幸男さ

んは ､ ｢花火をも っ と増やす｡｣ と発言 し

て きた｡ 虹の す ぐ上に久志さん と同 じ形

の パ ー ツ を取り付けた ｡ 回してみ る とふ

わりと広が っ た ｡ 幸男さん はすぐに同じ

パ ー ツ を 3 本追加 して取り付けた ｡ 他の

形は 比 べ な い の か と問う と ､ ｢ 一 番上 の

花火 は動く感じがよくて ､ 下の 花火 は広

がる感じが出て い るとこ ろが い い からこ

の形を使う｡｣ と答えた ｡ 取り付けた後､

風 に当て ながらス トロ ー の 曲がる方向を

調整する姿が見られた ｡

下の 方の 花火を つ くる ときに ､ 複数の

形を比較する こ とがなか っ たの は ､ すで

に先端の 花火を考えた時に形に よる動き

方の 違 い を比較 して い て ､ 動きの イメ ー

ジが幸男さんの 中にあっ たか らで ある ｡

虹 の上 の花火がで きあがると､ さらに

幸男さん は ､ ｢ 虹 の 部分 をもう少 しきれ

い に した い ｡ ｣ と発言 して きた ｡ 花火の

部分が きれ い になり ､ 虹の 形と色を工 夫

して も っ と虹をきれ い に したくな っ たと



いうの だ｡ 水色とピンク の 二色の 虹と いう これ まで の こ だわりを大事に しつ つ ､ 黄緑 の ス トロ ー

を つ なげて虹の 形と色を つ くり変え､ 自分だけの 新たな虹を生み 出して い っ た ｡

幸男さん は単元の 振り返りの 中 で ､ ｢ 虹 に花火を つ けたくなり､ 飾りをつ けて 回してみ た ら

す ごくきれ い で した ｡ その 調子で つ く っ て い た らゴ ー ジ ャス な 『か ざり』 が できて うれ しか っ

た です ｡｣ と記 して い る ｡ こ れは自分にと っ て の新たな造形表現が創りあげられた こ とによる ､

自信や喜びの 表われた姿で ある ｡

Ⅲ 成果と課題

○ 自分の 表現や表現対象の 捉え直しに は ､
こ れまで と は違 っ た角度から表現を見 させ たり､ 友達

と自分の見方の ずれを明らかにさせ たりする こ と が有効で ある ｡

○ 材料や表現方法を構想 して い く場合 ､ 材質の 違うもの を選択 したり ､ 数や形を変えたりして 自

分 の 表 した い 表現になりそうか考え ､ さら に ､ 仲 間の 表現や作例の 中か ら自分の 表現 に見合 っ た

もの を見出すと い う思考方法を使う こと が有効 で ある ｡

○ 自分 の 追求の 状態 に応 じて ､ 繰り返 し何度も表現効

果を試すことができる学習過程や場の 設定は ､ 科学的

な見方 ･ 考え方を育むことに有効に働く｡

○ 材料や 表現方法を構想する場合 ､ 仲 間の 表現や作例

を関連させ ､ 自分の 発想 に合 っ たもの を見 出そうとす

る姿が見ら れた が ､ 自分 の既習の 経験や学 んだこ とを

どの よう に生 か したり組み直 したり して い る か十分見

取る こ とがで きなか っ た ｡ 個 々 の 造形の 履歴 を集積し

た中か ら､ 新しく身に付けたこ とは何か ､ 以前よ りも

強ま っ て きた こ とは何 かを より明確 にする 必要が あ

る ｡
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